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油
価
格
は
今
年
２
月
上
旬
の
１
バ
レ

ル
＝
80
ド
ル
台
か
ら
６
月
下
旬
の
１
４

０
ド
ル
台
ま
で
、
わ
ず
か
５
カ
月
間
で
50
ド
ル

強
も
上
昇
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
世
界
的
な
需
給
ひ
っ
迫
と
い

う
根
本
的
事
情
が
あ
る
が
、
今
回
の
相
場
高
騰

は
、
実
需
以
外
の
資
金
流
入
の
急
増
に
よ
る
金

融
要
因
、
つ
ま
り
株
式
や
債
券
か
ら
商
品
市
場

（
見
え
る
も
の
へ
の
投
資
）
に
大
量
に
流
入
す
る

マ
ネ
ー
が
影
響
し
た
と
い
わ
れ
る
。
当
社
ア
ナ

リ
ス
ト
の
報
告
に
よ
る

と
、
金
融
要
因
は
投
機

資
金
と
投
資
資
金
に
大

別
で
き
る
と
い
う
。
投

機
資
金
は
主
に
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
が
行
う
高
リ

ス
ク
高
リ
タ
ー
ン
型
の

短
期
売
買
資
金
で
あ

り
、
投
資
資
金
は
年
金

基
金
な
ど
に
よ
る
長
期

運
用
を
行
う
資
金
で
あ
る
。

投
機
資
金
の
流
入
は
５
月
中
旬
ま
で
の
相
場

押
し
上
げ
の
一
因
と
な
り
、
６
月
初
旬
に
か
け

て
は
天
井
が
近
い
と
判
断
し
て
手
仕
舞
い
売
り

に
転
じ
た
た
め
相
場
は
軟
化
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
、
投
資
資
金
の
流
入
が
持
続
し
、
相
場
は

上
昇
に
転
じ
た
。
投
資
資
金
が
原
油
先
物
を
投

資
対
象
と
す
る
理
由
に
は
、
原
油
先
物
は
イ
ン

フ
レ
や
ド
ル
安
の
ヘ
ッ
ジ
と
な
る
こ
と
、
株
式

や
債
券
と
の
相
関
性
が
低
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
良
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
投

機
資
金
も
、
相
場
の
動
向
次
第
で
短
期
資
金
の

流
出
入
が
激
し
く
、
価
格
に
相
当
の
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、
原
油
価
格
の
う
ち

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
な
価
格
（
需
給
バ
ラ
ン
ス

で
決
ま
る
価
格
）
は
60
ド
ル
程
度
と
の
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
、
１
９
８
０
年
の
原
油
価
格
約
38

ド
ル
を
起
点
に
そ
の
後
の
世
界
の
物
価
上
昇
率

を
積
み
上
げ
て
い
け
ば
、
現
状
の
理
論
価
格
は

１
０
０
ド
ル
弱
に
な
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
残
り
は
プ
レ
ミ
ア
ム
（
需
給

バ
ラ
ン
ス
以
外
の
投
資
・
投
機
資
金
な
ど
に
よ

る
部
分
）
で
あ
り
、
価
格
が
実
需
か
ら
乖
離
す

る
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

現
物
の
取
引
に
関
与
し
な
い
投
資
・
投
機
資
金

に
よ
り
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
の
は
、
原
油
に

と
ど
ま
ら
ず
、
穀
物
、
非
鉄
金
属
な
ど
、
新
興

国
を
中
心
に
需
要
が
急
増
し
て
い
る
商
品
の
先

物
市
場
に
共
通
す
る
。

市
場
経
済
の
世
界
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に

対
し
て
実
効
性
の
あ
る
規
制
を
行
う
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
改
善
や
原
子
力
・
石
炭
へ
の
シ
フ
ト
な
ど

を
通
じ
て
原
油
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
緩
和
さ
せ

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
正
攻
法
」

こ
そ
が
、
投
資
・
投
機
資
金
を
相
場
か
ら
遠
ざ

け
、
資
源
高
に
よ
る
世
界
経
済
の
イ
ン
フ
レ
圧

力
を
和
ら
げ
る
た
め
の
確
実
な
対
応
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
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